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徐

陵
（
五

〇

七

−
五

八

三
）

と

嘆

信
（
五

＝
ニ

ー
五

八
一
）

は
、

若

い

頃
か

ら

梁
の

武

帝
の

太
子

蕭
綱
（
後
の

簡

文
帝）

の

文

學

集
團
を

中
心
に

華
や
か

に

活
躍
し

て

い

た

が
、

梁
末
の

「

侯

景
の

亂
」

を

境
に

境
遇
が

激
變
し

て

そ
れ

ぞ

れ

苦
難
の

道
を

歩
む
こ

と

に

な
る

。

す
な
わ

ち

庚
信
は

梁
滅
亡

の

直

前
に

江

陵
か

ら

西
魏
に

使
い

し
、

そ
の

ま

ま

留
め

ら
れ

て

西

魏
、

更
に

北
周
に

仕
え

ざ
る

を

得
な

く

な
っ

て

北
地
で

生

涯
を
終
え

た
。

一

方
、

徐

陵
は
「

侯
景
の

亂
」

の

起
こ

る

三

箇
月

前
に

使

者
と

し

て

赴
い

た

東
魏

、

後
に

北

齊
に

約
七

年
間
留
め

ら
れ

た

後
、

南
に

還
っ

て

梁
の

再
興
に

努
め

た
が

か

な
わ

ず
、

陳
朝
に

仕
え

て

い

る
。

　

梁
末
「

侯
景
の

亂
」

以
後
の

二

人
の

身
の

上

に
つ

い

て
、

庚
信

に

つ

い

て

は

既
に
「

梁
末
に

お

け
る

庚
信
」

（
『

中
國
中
世
文
學
研
究
』

49

號）
、

「

西

魏
に

お

け
る

庚
信
」

（
同
50

號）

に

お
い

て

述
べ

た

の

で
、

こ

の

た

び
は

徐

陵
の

場
合
に
つ

い

て
、

庚
信
の

暁
遇
と

對

應

さ
せ

な

が

ら

次
の

順
序
で

見
て

い

く

こ

と

に

す
る

。

　
一

、

東
宮
府
に

お
け

る

徐
陵
　

二
、

梁
末
に

お

け
る
徐
陵

　
三

、

徐
陵
の

江
南
歸
還

　
　
　

四
、

周
に

お

け

る

庚
信

　
五

、

陳
に

お
け

る
徐

陵

　

　
　
一

、

東
宮
府
に
お

け
る

徐

陵

　

梁
末
「

侯
景
の

亂
」

ま

で
の

徐
陵
は
、

父

親
の

徐

搗
と
と

も

に

武
帝

蕭
衍
の

三

男

蕭
綱
に

仕
え

て

文

才
を

發
揮
し

て

お

り
、

同
じ

時

期
に

庚

信
も
、

父

親
の

庚

肩
吾
と

と

も
に

蕭

綱
文
壇

で

活

躍
し

て

い

た
。

『

陳

書
』

徐

陵
傳
に

は

そ
の

樣
子

が

次
の

よ

う
に

記
さ
れ

て

い

る
。

　

梁
の

普
通
二

年
（
五
一

＝
）

晉
安
王

（

蕭
綱
）

は、

平
西

將
軍
・

　

寧
蠻
校

尉
と

爲
り

、

父
の

擠
は

王

の

諮

議
と

爲
る

。

王

は
又

た

　

陵

を

引
き
て

寧
蠻
府

軍
事
に

參
ぜ

し

む
。

中

大
通
三

年
（
五

三

　
一
）

王

は
立

ち

て

皇
太

子
と

爲
り
、

東

宮
に

學
士

を

置
き

、

陵

　

　
　
　

　
　
あ

　

は

其
の

選
に

充
て

ら
る

。

　

　
梁
普
通
二

年、

晉
安
王

爲
平

西

將
軍

・

寧
蠻
校
尉
、

父
搗
爲
王

諮
議

。

　

　
王

又

引
陵
參
寧
蠻
府
軍

事
。

中
大
通

三

年
、

王

立

爲
皇
太
子

。

東
宮

　

　
置

學
士
、

陵
充
其
選

。

同
じ

時

期
の

こ

と

が
、

廣
信
の

傳
（
『

周
書
』）

に

は

次
の

よ

う
に

記

さ
れ

て

い

る
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

き
　

か

　

湘

東

國
の

常
侍
と

し

て

起

家
し
、

安

南
府
の

參
軍
に

轉
ず

。

時

　

に

肩

吾
は

梁
の

太

子

中

庶
子
・

掌

管
記
た

り
。

東
海
の

徐

擒
は

一
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左

衛
率
た

り
。

擒
の

子

の

陵
及
び

信
は

、

並
び

に

抄
撰
學
士

と

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
と
も

　
　
さ
か

　

爲
る

。

父

子

東
宮
に

在

り、

禁
闥
に

出
入

し
、

恩
禮

與
に

隆
ん

　

な
る

を
比

す
る

莫
し

。

既
に

し

て

盛

才
有
り

、

文
は

並
び

に

綺

　

艶
な

れ
ば

、

故
に

世
に

號
し

て

徐

庚
體
と

爲
す

。

當
時
の

後
進

　

は
、

競
ひ

て

相

模

範
と

し
、

　一

文

有
る
毎
に

、

京
都
の

う

ち

傳

　

誦
せ

ざ
る

莫
し

。

　
　
起

家
湘
東

國
常
侍

、

轉
安
南
府
參
軍

。

時

肩
吾

爲
梁

太
子

中

庶
子
・

　
　
掌
管
記

。

東
海
徐
擠
爲
左

衛
率

。

擠
子

陵
、

及
信

、

並

爲
抄
撰
學
士

。

　
　
父

子

在
東
宮、

出
入

禁
闥、

恩
醴
莫
與
比

隆
。

既

有
盛
才

、

文
並

綺

　
　
艶

、

故
世

號
爲
徐
庚
體
焉

。

當
時

後
進

、

競
相
模
範

。

毎
有
一

文、

　
　
京

都
莫
不

傳
誦

。

徐

陵
も

庚
信
も
、

そ

れ

ぞ
れ

父

親
と

と

も
に

太
子

の

寵
愛
を

受
け

て

華
や
か

な

宮
廷
生

活
を
送
っ

て
い

た

よ

う
で

あ

る
。

　

そ
の

後
、

徐

陵
は
上

虞
の

令
、

南
平
王

府

行
参

軍
、

通

直

散
騎

侍
郎

、

鎭
西

湘

東
王

中

記
室

參
軍
と

累
遷
し

、

太
清
二

年
（
五

四

八）

五

月
に

は

東
魏
に

使
い

し
て

い

る
。

　

庚
信
の

方
は

尚

書
度
支
郎

中、

通

直
正

員
郎
、

郢

州
別

駕
と

遷

り
、

大

同
十
｝

年
（
五

四

五
）

に

は

通
直

散
騎

常
侍
を
兼
ね

て

東
魏

に

使
い

し
、

「

文
章

辭
令
、

盛
ん

に

鄰
下
の

稱
す

る
所
と
爲
」

っ

た
。

還

る

と
東

宮
學
士

と
な
り

、

建
康
令
を

領
し

て
い

る
。

　
　
累
遷

尚
書
度
支
郎
中、

通
直
正

員
郎

。

出
爲
郢
州

別

駕
。

尋

兼
通
直

　
　
散
騎

常
侍

、

聘
于

東
魏。

文

章

辭
令、

盛
爲
鄰
下

所
稱

。

還

爲
東
宮

　
　
學
士
、

領
建
康
令

。

　
二

人
と

も
こ

こ

ま

で

は

順

調
な

官
途
を

歩
ん

で

き
た

が
、

太
清

二

年
（
五

四

八）

八

月

に

「

侯
景
の

亂
」

が
勃

發
す
る

。

　

　

　

二
、

梁
末
に

お
け
る

徐
陵

　

「

侯

景
の

亂
」

が

起
き
た

時
、

徐

陵
は

東
魏
に

使
者
と

し

て

出

向
い

て
い

た
。

『

陳
書
』

本

傳
に

は
、

東

魏
の

主

客
で

あ
る

魏
収
と

の

次
の

よ

う
な
遣
り

取
り
が

紹
介
さ
れ

て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

つ

か

ひ

　

太

清
二

年、

通

直

散
騎
常

侍
を
兼
ね

て
、

魏
に

使

す
。

魏
人

　

館
を

授
け
賓
を

宴

す
。

是
の

日

甚
だ

熱
し

。

其
の

主
客
の

魏
収

　

　

　

　
た

は
む

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
よ

　

は

陵
に

嘲

れ
て

曰

く
「

今
日
の

熱
き

、

當
に

徐
常
侍
の

來
る
に

由

　

る

な
る
べ

し
」

と
。

陵
は

即
ち
答
へ

て

曰

く

「

昔

王

肅
此
に

至

　

り

て
、

魏
の

爲
に

始
め

て

禮
儀
を
制
す

。

今

我
の

來
聘
し
、

卿

　

を
し

て

復
た

寒

暑
を
知
ら

し

む
」

と
。

収
は

大
い

に

慙
づ

。

　

　
太

清
二

年
、

兼
通

直

散

騎
常
侍、

使
魏

。

魏

人
授
館
宴

賓
。

是
日

甚

　

　

熱。

其
主
客
魏
収
嘲
陵
日

「
今
日

之

熱、

當
由
徐
常
侍
來。
」

陵
即
答

　

　

日
「
昔
王

肅
至

此
、

爲

魏
始
制
禮
儀

。

今
我
來
聘
、

使
卿

復
知

寒

暑
。

」

　

　

収
大

慙
。

し
か

し

其
の

年
の

八

月
に

壽
春
で

「

侯
景
の

亂
」

が

起
こ

り
、

侯

景
は

合

肥
、

歴

陽
、

京
口

と

軍
を

進
め

て

十
月
に

は
都
に

迫
っ

た
。

や
が

て

建
康
は

陥
落
し
、

翌

年
の

三

月
に

宮
城
は

侯
景

軍
に

制
圧

さ

れ
て

し

ま
っ

た
。

こ

の

と

き

徐
陵
の

父

の

徐

擒
は

宮
城
内

に

在

り
、

遠

く

東
魏
に

使
い

し

て

い

た

徐

陵
の

心

配

は

極
限

に

達
し

て

い

た
。

『

陳
書
』

本
傳
に

は

次
の

よ

う
に

記
す

。

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　

侯
景

京
師
を

寇
す
る
に

及
び
、

陵
の

父

摘
は

先
に

圍

城
の

内
に

　

在
れ

ば
、

陵
は

家
信
を

奉
ぜ

ず
。

便
ち
蔬

食
布

衣
し

て
、

憂
恤

　

に

居
る
が

若
し

。

　

　

及

侯
景
寇
京
師、

陵
父

摘

先
在
圍
城
之

内
、

陵
不
奉

家
信

、

便
蔬
食

一 2 一
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布
衣

、

若

居
憂
恤。

徐
陵
は

圍

城
の

中
に

在
る

父

親
の

こ

と

を
思
っ

て

「

蔬

食
布
衣
」

喪
に

服
し

て
い

る

よ

う
な
状
態
で

あ
っ

た

と

い

う
。

　

徐
璃
は

此
の

時
、

太
子

左

衛
率
で

あ
り
、

侯

景
が

宮

城
を

陥
落

さ
せ

た

時
の

樣
子

が

『

梁

書
』

本
傳
に

次
の

よ

う
に

記
さ

れ
て
い

る
。

　

太

清
三

年、

侯

景
は

攻
め
て

臺

城
を

陥
す

。

時
に

太

宗
（

蕭
綱）

　

は

永
福
殿
に

居

す
。

賊
衆

奔
入
す
る

や
、

兵
を

擧
げ
て

殿

に

上

　

る
。

侍

衛
は

奔

散
し

、

存
す

る
者

有
る

莫
し

。

摘
は

獨
り

嶷
然

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お

も
む

　

と

し

て

侍
立

し

動
か

ず
、

徐

う
に

景
に

謂
ひ

て

日

く
、

侯
公

　

　

　

　

　

　

　
ま
み

　

當
に

禮
を
以

て

見
ゆ
べ

し
。

何
ぞ
此

の

如
き

を

得
ん

や

と
。

凶

　

　

　

　

く
じ

　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　

よ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

は
ば

か

　

威

遂
に

折
か

れ
、

侯

景

乃

ち

拝
す

。

是
れ

由

り

常
に

摘
を

憚

　

る
。

　

　

太

清
三

年、

侯

景
攻

陥
臺

城
。

時
太
宗
居
永
福
殿

。

賊

衆
奔
入、

擧

　

　

兵
上

殿
。

侍
衛
奔
散

、

莫
有
存
者

。

摘
獨
嶷
然
侍
立

不

動、

徐
謂

景

　

　

日
、

侯
公

當
以
禮

見
。

何

得

如
此

。

凶
威
遂
折

、

侯
景
乃

拝
。

由

是

　

　

常
憚
摘

。

太

子
蕭
綱
に

忠
節
を

盡

す
摘
の

人
柄
が

よ

く
わ

か

る

記
事
で

あ
る

。

太
子
蕭
綱
が

位
を

嗣
ぐ
と

、

左

衛

將
軍
を
授
け
ら
れ
た

が

拝
せ

ず
、

後
に

蕭
綱
が

侯
景
の

た

め

に

幽

閉
さ
れ

、

朝
謁
が
で

き
な

く

な
っ

た

璃
は

憤
り
の

あ

ま

り

病
氣
に

な
っ

て

死

ん

で
い

る
。

　

徐
陵
が

北
齊
に

在
っ

て

圍

城
の

中
に

あ
る

父

親

漓
の

身
を

案
じ

て
い

た

頃
、

庚
信
は

ど
う
い

う

状

態
で

あ
っ

た

か
。

廣

信
は

こ

の

と

き
建

康
の

令

を

兼
ね

て

お

り
、

太
子

の

命
令
で

首

都
防

衛
の

た

め

に

朱
雀

航
の

守

備
に
つ

い

て

い

た
。

と

こ

ろ

が
、

侯
景
の

軍
が

迫
っ

て

く
る
と
一

戰
も

交
え

る

こ

と

な
く
撤
退
し

て

い

る
。

『

梁

書
』

侯
景

傳
に

は
そ
の

時
の

樣
子

が

次
の

よ

う
に

記
さ
れ

て
い

る
。

　

建

康
の

令

庚
信
は

兵
千

餘
人
を

率
ゐ

て

航
北
に

屯
す

。

景
の

航

　

　

　

　

　

　

　

　
ふ

な

ぱ
し

　

に

至

る
を

見
て

、

　
航

を

徹
せ

ん

こ

と
を

命
ず

，

始
め
一

舶
を

　

除

く
も
遂
に

軍
を

棄
て

て

南
塘
に

走
る

。

遊
軍

復
た

航
を
閉
ざ

　

し

て

景
を
渡
す

。

皇
太
子

は

乘
る

所
の

馬

を
以

て
王

質
に

授
け
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
た

す

　

精
兵
三

千
を

配

し

て
、

庚
信

を
援
け
し

む
。

質
は

領
軍

府
に

至

　

り

て
、

賊
と

遇
ひ

、

未
だ

陣
せ

ず
し

て

便
ち

奔
走
す

。

景
は

勝

　

に

乘
じ
て

闕

下
に

至

る
。

　

　

建
康
令
庚
信
率
兵
千

餘
人
屯

航
北

。

見

景
至

航
、

命
徹
航

。

始

除
一

　

　

舶
遂
棄
軍

走
南
塘

。

遊
軍

復
閉
航
渡
景

。

皇
太

子

以

所
乗
馬
授
王

質
、

　

　

配
精
兵
三

千、

使
援
庚
信

。

質
至

領
軍
府

、

與
賊

遇
、

未
陣
便
奔
走

。

　

　

景
乗
勝
至

闕
下

。

そ

の

後
の

行
動
に
つ

い

て

は

其
の

「

哀

江
南
賦
」

序
に

、

　
あ
あ

　
つ

ち

の

え

た
つ

　

　

　

　

　

け
ん

が
い

　

輿．

戊

　
辰

の

年
、

建

亥
の

月

を
以

て
、

大
盗

國
を

移
し

、

金

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

　

陵

瓦

解
す

。

余
は
乃

ち
身
を

荒
谷

に

竄
し
、

公

私

塗

炭
す

。

　

　

以
粤
戊
辰

年、

建
亥

月
、

大
盗
移
國、

金
陵
瓦

解。

余
乃

竄
身
荒
谷

、

　

　

公

私
塗
炭

。

と

あ
る

よ
う

に

暫

く
山

谷
の

間
に

身

を
隱
し

、

や
が

て

建

康
を

脱

け
だ

し

て
、

江
陵
の

湘
東
王

蕭
繹
の

許
に

向
か

い
、

宮
城
陥
落

後

二

年

餘
り

經
っ

て

大

寶
二

年
（
五

五

＝

の

中
頃
に

よ

う
や

く
江
陵

に

辿
り

着
い

て

い

る
。

宮

城
が

陥
落
し

た

時
、

皇
太

子
の

蕭
綱
は

勿
論
、

父

の

庚

肩
吾
も

宮
城
内

に

在
っ

た

が
、

庚
信
は

朱
雀
航
か

ら

撤
退

し

た

あ

と

太

子
の

許
に

還
る
こ

と

も
で

き
ず
、

山

谷
の

間
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に

暫
く
身
を

隱
し

た

の

ち
、

父
親
を

そ
の

ま

ま

に

し

て

獨
り

で

姿

を
く
ら
ま

し

た
の

で

あ
っ

た
。

　

父
の

庚

肩
吾
は

、

侯

景
が

亂
を

起
こ

し

た

時

は
、

太

子

中
庶
子

で

あ
っ

た

が
、

侯
景
に

制
圧
さ
れ

た

宮
中
に

在
っ

て

大

寶
元

年
（

五

五

〇）

五

月

に

即

位
し

た

皇
太
子

蕭

綱
（
簡
文

帝）

の

度

支
尚

書
と

な
っ

た
。

そ

う
し

て

侯
景
の

偽
の

勅
命
で
、

江
州

に

拠
っ

て

侯
景

に

抵
抗
し

て

い

る

當
陽
公

大
心

に

降
伏

勧
告
に

向
か

い
、

大

心
が

賊
に

降
っ

た

ど

さ

く
さ
に

紛
れ

て

姿
を

隱
し

、

よ

う
や

く
江

陵
の

湘
東
王

蕭
繹
の

許
に

辿
り

着
い

て
い

る
。

　

太

清
三

年
五

月

に

武

帝
蕭…

衍
は

侯
景

占
領
下
の

宮

城
内
で
、

食

べ

物
も
満
足

に

與
え

ら
れ

な
い

ま
ま

に

没
し

、

簡
文

帝
が

即
位

。

簡
文

帝
か

ら

政
権

を
託
さ

れ
た

湘

東
王

蕭
繹
は

江

陵
に

據
っ

て

抵

抗
を

續
け
た

が
、

大

寶
二

年
（
五
五
一
）

十
月
に

簡
文

帝
は

侯
景
に

殺

害
さ
れ

て

し

ま
っ

た
。

　

翌
年
三

月
に

湘
東
王

蕭
繹
の

部
下
の

王

僧

辯
ら
が

侯
景

を

討
伐

し
て

よ

う
や
く
亂
は

治
ま

り
、

中
興
の

業
が

成
る
か

に

思
わ

れ
た

。

そ
の

八

月
、

こ

と

の

次
第
を

知
っ

た

徐
陵
は
、

遙
か

東
魏
の

鄰
か

ら

蕭
繹
に

「

勧
進

表
」

を

奉
っ

て

即

位
を

勧
め

て

い

る
。

そ

う
し

て

十
一

月
、

湘

東
王

は

江

陵
で

即

位
（

元

帝
）

し

て

年

號
を

承
聖

と
し

た
。

　

侯

景
の

叛
亂
の

た
め

に

梁
が

危
機
に

瀕
し

て

い

た

頃
、

徐
陵
の

滞

在
し

て
い

た

東
魏
で

も
異

變
が

起
こ

り
、

五

五

〇

年
の

五

月
に

高
洋
が

禪

譲
を

受

け
て

齊
を

建
て

た
。

徐

陵
は

元

帝
の

即

位
を

機

に

復
命
の

た

め
に

江

陵
に
還

ろ

う
と

し

た

が

齊
の

許
可
は

な
か

な

か

得
ら

れ
な
か
つ

た
。

　
た

ま
た

　
　
　
　
　

　
　
　
　

ゆ
づ

　

會

ま

齊
は

魏
の

禪
り

を
受
け

、

梁
の

元

帝
は

制
を
江

陵
に

承
け

、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

し

き

　

復
た

使
を

齊
に

通
ず

。

陵
は

累
り
に

復
命
せ

ん

こ

と

を

求
む

る

　

　

　
つ

ひ

　
　

　
　
　
　
　

　
　

や

　

も
、

終
に

拘

留
し

て

遣
ら
ず

。

（

『

陳
書
』

本

傳
）

使
者
と

し

て

北
地
に

來
て

三

年
目

（

五

五

〇
）

堪
え
き
れ

な

く
な
っ

た

徐
陵
は

齊
の

僕
射
楊

遵
彦
あ

て

に

二

千

數
百
字
に

お

よ
ぶ

長
文

の

書
翰
を

書
き
、

元

帝
へ

の

復
命
の

許

可
を
求
め

て
い

る
が

、

し

か

し

遵
彦
か

ら
は
何
の

返
事

も
無
か
っ

た
。

　

そ

の

書
翰
は

『

陳
書
』

本

傳
に

収
め
ら

れ
て

お

り
、

そ
の

冒
頭

部

分
は

次
の

よ

う
な

書
き

出
し

に

な
っ

て
い

る
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

こ

　

　

夫
れ
一

言
の

感
ぜ
し

む
る

所
、

凝
れ
る

暉
き

は

魯
陽
に
照
り

、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
そ

ろ

く

　
　

わ

　
　

　
　
い

は

　
一

志
の

冥
通
す

る

や
、

飛

泉
は

疏
勒
に

涌
く

。

況
ん

や
復
た

元

　

首

は
康

哉、

股

肱
は

良
哉
に

し

て
、

隣
國

相
ひ

聞
し

、

風
教

　

相
ひ

期
す
る

者
を

や
。

　

　

　
　

き
ゆ

う

は
く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
つ
　

　

　

　

　

　

ち

く

わ

う

　

　

天

道

窮

剥
し

て、

亂
を
本

朝
に

鍾
め

、

情
計

馳

惶

し

て
、

　

公

私

鳴
衢
す

。

而
る

に

骸
骨
の

講
は

、

い

侮
ら
に

歳
寒
に

瀬
れ
、

　

輒
漸
の

祈
り

は
、

貔
し

く
卷

軸
に

盈
つ

。

是

れ
甌
ら

ざ
る

所
に

　

し

て
、

仰
ぎ

望
む
所
に

非
ざ
る

な
り

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
が

う

　
　

　
　

　
　

　
　
　

ニ

　

　

執
事

之

を
聞
か

ず
や、

昔

鼇
を

分
か

ち
鳫
を

命
ず
る
の

世
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
ひ

　

河
に

觀

洛
に

拜

す
る
の

年
に

、

則
ち
日

烏
は

災
ひ

を

流
し

、

　
か

　
ぜ

　
　
　

　
　
　
　
は

　

風

禽
は
暴

を
騁
せ

、

天

は
西

北
に

傾
き

、

地

は

東
南
に

缺
け

、

　

　

　
　

　
ひ
で

り

　
　

　

　
　
　
　
　

さ

　

盛
ん

な
る

早

は

三

川
を

圻
き

、

長
き
波
は
五

嶽
を

含
む

こ

と

有

　

る

を
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
お
こ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
あ
つ

　

　

我
が
大

梁
は

金
圖

に

應
じ

て

亢

る
こ

と

有
り
、

玉

鏡
を
纂
む

　

　

　
　

　
ゆ
き

な
や

　

る

も
猶
ほ

屯

め

り
。

何
と
な

れ

ば

則
ち

、

聖
人

も
時
を

爲
す
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こ

　
　

も

と
よ

　
　
　
　

　

　
　
　
つ

ね

能
は

ず
、

斯
れ

固

り

窮
通
の

恆
の

理

な
れ
ば
な

り
。

　
荊

州
刺
史
湘
東
王
の

如

き
に
至
り

て

は
、

機
神
の

本
あ

り

て
、

　
　

　
た
よ

　

　

　

　
　
　

　

た

う

ち
う

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

た

名
言
に

寄
る

無
く
、

陶
鑄
の

餘
、

猶
ほ

堯
・

舜
爲
り

。

復
た

六

　
　

　

　

　
　

　

　
つ

ら

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
の

ぼ

代
の

舞
を

、

總
章
に

陳
ね

、

九

州
の

歌

を
、

司

樂
に

登

し
、

虞

　
き

　

　

　

　
　

う

　

　

　

　

　

　

　
く

わ

う

　

　

　
　

と

と
の

の

菱

石

を

拊
ち

、

晉
の

曠

鍾

を

調

ふ

と

雖
も
、

未
だ

此
の

　
　

　
た

た

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
の

英
聲
を

頌
ふ

る

に

足

ら
ず

、

以

て

其
の

盛

徳
を
宣
ぶ

る

こ

と

無

　
　

　

　

　
も

　

　

　

　

　

　

　

　
か

う
い

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

　

　

ま
つ

き
者
な

り
。

若
し

楚

翼
に

郊
裡
せ

し

め

ば
、

寧
ろ

夏
を

祀
る
の

　
　

　

　

　
　

　

　
か

ん

て
い

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
た
だ

君
に

非
ず

、

艱

難
を

戡
定
せ

ば
、

便
ち

是
れ

周
を

匡
す
の

霸
な

　
　

　

　

　
た
だ

　

　
ひ
ん

　

　

　

よ

う

　

　

う
つ

　

　

　

　

　

き

げ
つ

ら
ん

。

豈
に

徒
に

幽
王

の

雍
に

徙
り

て
、

朞
月
に

し

て

都
と

爲

し
、

姚
帝
の

河
に

遷
り

て
、

周

年
に

し

て

邑
を

成
す
が

ご

と

き

な
ら

ん

や
。

　
ま
さ

　

　
　
　

え
つ

じ
や

う

　
　
ば

く

ば
く

　

　
　
　

　

　

　
し

ゅ

ん

ち

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
し
ゅ

く
し

ん

　
方
に

今

越

常

は

藐
藐
と
し

て
、

馴

雉
は

北
に

飛
び

、

肅

脊

　
ぱ
う

ば
う

　

　

　

　

　

　
は
な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
み

　
ひ

と
み
な

は

茫
茫
と

し
て
、

風

ち

た

る

牛
は

南
に

偃
す

。

吾
が

君
の

子
、

含
識

歸
す
る

と

こ

ろ

を
知

る
。

而
る

に

答

旨
に

云

ふ
、

何
の

所
に

か

　
　

　

　

　
　

　
こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ
と

身
を

投
ぜ
ん

と
。

斯
れ

其
の

未
だ

喩
ら

ざ
る

こ

と
の
一

な

り
。

1
さ
て
一

言
に

感
じ

て
、

夕

日
の

殘

光
も
魯

陽
公

の

た

め

に

輝
き

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
そ

ろ

く

　
　

　

　
　
　
　
　

わ

を

畢
げ
た

し
、

一

つ

の

志
が

天

に

通

じ

て
、

疏
勒
に

飛

泉
が

涌
き

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
や

す
ら
か

　
　

　
こ

こ

う

　

　
　

　

　
　

よ

き
か

な

出
た

。

ま
し

て

復
た

元
首
は
「

康
哉
」

、

股
肱
の

臣
は
「

良
哉
」

で
、

隣
國
と
し

て
の

交
わ
り

が

あ
り
、

風

俗

教
化
の

通

じ

合
っ

て
い

る

國
の

場

合
は

尚
更
に

意

志
は

通
ず
る

は

ず
。

さ
て

此
の

た

び
、

天

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

あ
つ

道

は
窮
ま

り

壊
れ

て
、

亂
れ
を

我
が

朝
廷
に

鍾

め
、

た

め

に

予

想

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

む
せ

　
　
お
そ

は

大
き

く
狂
っ

て
、

公

私
と

も
に

哽
び

懼
れ
る

こ

と
に

な
っ

た
。

し

か

し

歸
國
の

願

い

は
、

い

徳
ら

に

歳
の

懸
に

ま

で

瀧
れ

、

思

い

が

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

む
な

け
な
い

事

件
（

侯
景
の

反
亂）

故
の

願
い

は
、

空
し

く
書
簡
に

溢
れ

　
　

　

　
　

　

　
は

か

る

だ

け
。

こ

れ

は
圖

ら
ず
し

て

起
こ

っ

た

こ

と

に

因
る
も
の

で
、

言
う
ま

で

も
な

く
こ

ち

ら

が
望
ん

だ
も
の

で

は
な
か

っ

た
。

　
　

　

　
　

　

　
　
か

め
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

こ

　
執

事
は

其
の

昔、

鼇
の

脚
を

分
か

ち

薦
に

命
じ

た

世
、

河
に

河

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

ひ

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
か

　
ぜ

圖
を

觀

洛
に

洛

書
を

拜
し

た
年
に

、

日

烏
は

災
い

を
流
し

、

風
禽

は

荒
れ
狂
い

、

天

は

西

北
に

傾
き

、

地

は

東
南
に

踟
け

、

醫
が
弐

鷹

　
さ

を
泝

き
、

長
波
が

五

嶽
を

飲
み

込

ん

だ
こ

と

が

有
っ

た

の

を

お
聞

き
で

は

な
い

か
。

我
が
大

梁
は

天
の

意
志
に

應
じ
て

國

を
建
て
、

　
　

　
あ
つ

玉

鏡

を
纂
め

な
が

ら

艱
難
に

遭
遇

し

て

し

ま
っ

た
。

何

故
な

ら
ば

　
　

　

　
　

　
つ

く

聖
人

も
時

運
を

爲
る

こ

と

は

で

き
な
い

か

ら

で

あ

り
、

こ

れ

は
固

り

窮

困
と

通
達
に
つ

い

て

の

道
理
だ
か

ら
で

す
。

　
わ

が

荊

州
刺

史
湘

東
王

は
、

國

家
の

中
枢
的

存
在
で

、

い

か

な

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

た

う
ち

う

る

名
言
を

以

て

し

て

も

言
い

表

す
こ

と

は
で

き

ず
、

陶
鑄
の

餘
で

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

つ

ら

も
、

猶
ほ

堯
・

舜
と

爲
せ

る

ほ

ど
。

復
た
六

代
の

舞
を

總

章
に
陳

　
　

　

　
　

　

　
　

　
の

ぼ

　

　

　

　

き

　

　

　

う

　

　

　

　

し

こ

う

ね
、

九

州
の

歌

を
司

樂
に

登

し
、

虞
の

肇
が

石

を
拊
ち

、

晉
の

師
曠

　
か

ね

　
　
と

と
の

が
鍾
を

調

ふ

と

雖

も、

未
だ
そ
の

英
聲
を
讃
え

る

に

は

足

り
ず

、

　
　

　

　
　

　

　
の

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
も

以

て

其
の

盛
徳

を
宣
べ

る

こ

と

は

難
し

い
。

若
し

楚
の

地
で

天

を

　
　

　

　
　

　
む
し

　
　

か

　
　

ま
つ

祭
る

な
ら

ば
、

寧
ろ

夏
を

祀
る
の

君
と

同
じ

で

は
な
か

ろ

う
か

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

た
た

艱

難
に

打
ち

勝
つ

こ

と
、

便
ち

是
れ

周
を

匡
し

た

霸
者
と

言
え
よ

　
　

　

　
　

　
た

だ

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　

よ

う

　
　
　

　

　
　

う
つ

う
。

ど

う
し

て

徒
に

周
の

古
公

が

雍
の

地
に

徙
っ

て
、

朞
月
に

し

て

そ
こ

を
都
と

爲
し

、

舜
帝
が

河
の

地
に

遷
っ

て
、

周

年
に

し

て

　
　

　
ま

ち

そ
こ

を

邑

と
成
し
た
ご
と

く
で

あ
ろ

う
か

。

　
　

　

　
　
え
つ

じ

や

う
　

　
　

　

　
　

　
　

　
じ

ゅ
ん

ち

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　

し

ゆ

く
し

ん

　

今
や
南
の

越

常

も

遙
か

に
、

馴

雉
を
北
に

獻
じ

、

北
の

肅

沓

も

遙
々

と
、

こ

れ
ま

で

関

わ

り

の

無
か
っ

た

南
を

頼
り

と
し

て

お

　
　

　

　
　

　
た

み

り
、

吾
が

君
の

子
、

人
は

み

な

歸
す
る

と
こ

ろ

を

知
っ

て

い

る
。

そ

れ

な
の

に

御
返

事
に

、

「

何
處
に

身
を

投
じ

よ
う
と

す
る
の

か
」
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と

あ
る
の

は
、

私
の

理

解
に

苦
し

む
こ

と

の
一

つ

め
で

あ
る

。

　

　

夫

＝
言

所

感
、

凝
暉
照
於
魯
陽

、

　一

志
冥

通、

飛
泉
涌
於

疏
勒

、

況

　

　

復
元

首
康
哉

、

股

肱

良
哉

、

隣
國
相
聞

、

風

教

相
期
者
也。

天
道

窮

　

　

剥
、

鍾

亂

本
朝

、

情
計
馳
惶
、

公

私

哽

懼
。

而

骸
骨
之

請、

徒
淹
歳

　

　
寒、

顛
沛
之

祈
、

空
盈

卷
軸

。

是
所
不

圖
也

、

非
所
仰
望

也
。

」

執
事

　

　
不

聞
之

乎
、

昔
分
鼇
命
薦
之

世、

觀
河
拜
洛
之

年
、

則
有
日

烏
流

災
、

　

　

風
禽
騁
暴、

天

傾
西

北、

地
缺
東

南
、

盛
早
堺
三
川
、

長
波
含
五

嶽
。

　

　

我
大
梁

應
金
圖
而
有
亢、

纂
玉

鏡
而

猶

屯
。

何
則
聖
人

不
能
爲
時、

　

　

斯
固

窮
通

之

恆
理

也
。

」

至

如

荊
州
刺
史
湘

東
王

、

機
神

之

本
、

無
寄

　

　

名
言

、

陶
鑄
之

餘
、

猶
爲
堯
舜

。

雖
復
六

代

之

舞、

陳
於
總
章、

九

　

　
州

之

歌
、

登

於
司

樂、

虞
肇
拊
石

、

晉
曠
調
鍾

、

未
足

頌
此
英
聲、

　

　

無
以

宣
其
盛
徳
者
也

。

若
使
郊

裡
楚
翼

、

寧
非

祀

夏
之

君、

戡
定
艱

　

　

難、

便

是
匡
周

之

霸
。

豈
徒
幽
王

徙
雍

、

朞
月

爲
都

、

姚
帝
遷

河、

　

　

周
年
成
邑

。

」

方
今
越
常
藐
藐

、

馴
雉
北

飛
、

肅
脊
茫
茫、

風
牛
南
偃

。

　

　

吾
君

之
子

、

含
識
知

歸
。

而

答
旨
云
、

何
所
投
身

。

斯
其
未
喩
一

也
。

こ

の

た
び

梁
は

「

侯
景
の

亂
」

に

よ
っ

て

公

私
と

も
に

困

難
な
状

態
に

陥
っ

て

い

る

が
、

こ

れ
は

時
と
い

う

も
の

で

聖

人
と
い

え
ど

も
ど

う
す
る

こ

と

も
で

き
な
い

こ

と

だ
。

し

か

し

今
や
湘

東
王

が

立

ち

上

が

り
、

國
内

は

安
定
に

向
か
っ

て

い

る
。

に

も
か

か

わ
ら

ず
あ

な

た
は

「

何
処
に

身
を

投
ず
る

の

か
」

と

言
わ
れ

る
。

そ

れ

が
わ
か

ら
な
い

こ

と

の
一

つ

で

す
。

と

詰

問
し

て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
さ
と

　

徐
陵
は

、

以

下
「

未
だ

喩
ら

ざ

る

こ

と
の

八

項
目

」

を

挙
げ
て
、

齊
が

自
分
を

南
に

還
さ

な
い

理

由
を

問
い

質
し

、

終
り
を

次
の

よ

う
に

結
ん

で

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
い

く

ば
く

　

　
　
　
あ
し

た

　

　

歳
月
は

流
る
る

が

如
く

、

平

生

何

幾
ぞ

。

晨

に

旅

鴈
を

看

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
く

れ

て

は
、

心
は

江

淮
に

赴
き

、

昏
に

牽
牛

を
望

み
て

は
、

情
は

揚

　

　

　

　

　
あ
し

た

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

な
み
だ

越
に

馳

す
。

朝

に

千

悲
し

て

泣

を

掩
ひ

、

夜
は

萬
緒
あ
り

て

　

　
め

ぐ

腸

を
回

ら
す

。

自
ら
其
の

生
を

爲
す
を

知
ら
ず

、

自

ら

其
の

死

を

爲
す
を
知

ら
ざ
る

な

り
。

　

　

　

　
も

と

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

ぬ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

き
や

う

　

足
下
は

素
よ

り

詞
鋒
を

挺
き

、

兼
ね
て

理

窟
に

長
ず

。

匡

丞

　

　

　

　

　

　

　

　
お
と
が

い

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
が
く

相
（

漢
の

匡
衡
）

が

頤

を

解
く
の

説
、

樂

令

君
（

晉
の

樂
廣
）

　

　

　

す

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

さ

き

が

耳
を

清
ま

し

む
る
の

談
あ

り
。

向
に

諮

疑
す
る

所
、

誰
か

能

　
さ

と

　

　

　

　

　

ひ

げ
ん

　

　

あ
や

ま

く
曉
喩
ら
ん

。

若
し

鄙
言

爲
に

謬

ら
ば
、

來
旨
も
て

必

ず
通

　

　

　

　

　

　

　
く
わ

い

て
い

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

ふ

く

わ
く

ぜ
よ

。

分
と
し

て

灰

釘
を

請
ひ

、

甘
ん

じ

て

斧

钁

に

從
は
ん

。

　

　

　

　

き

　
き

も

く
も

く

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

か

　

　

　
　
　

　

た

何
ぞ

但
だ

規
規

默
默
と

し

て
、

舌

を
齶
み

頭
を

低
る
る
の

み

な

　

　

　

　
も

　

　

　

　

　

　

　

こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
は

れ

　

　

か

へ
り

ら

ん

や
。

若
し
一

理

焉
に

存
す
れ
ば

、

猶
ほ

矜

み

眷

み
ら
れ

ん

こ

と

を
櫞
ふ

。

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

せ
い

と

　

何
ぞ

必
ず

し

も
我

等
を
し

て

必
ず

齊
都
に

死

し

て
、

趙
魏
の

　

　

　
た

黄
塵
を
足
ら

し
、

幽
并
に

片
骨
を
加
へ

、

遂
に
（
漢
の
V

東
平
（
王
）

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

だ

の

拱
樹
を
し

て
、

長
く

漢
に

向
ふ

の

悲
し

み

を

懐
か

し

め
、

（

後

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

ね

漢
、

温

序
の
）

西
洛
の

孤

墳
を

し

て
、

恆
に

思
郷
の

夢
を
表
す
こ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
も

と

　

　
ね

が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ば
し

　

　

　

　

　

　

な

　
げ

と

を

期
せ

し

め

ん

や
。

干
め

祈
ふ

こ

と

以
て

屡

ば
し

、

哽
働

　

　

　
ま

す
ま

く
こ

と

増

す
深

し
。

1
歳
月
は
流
れ
る

が

如
く

、

人
生

は

ど

れ

ほ

ど

あ
る

と
い

う
の

か
。

あ

し
た

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

く

れ

晨

に

旅
ゆ

く
鴈
を

看
て

は
、

心
は

江
・

淮
の

地

に

赴
き

、

昏
に

牽

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
あ
し

た

牛
の

星

を
望
ん

で

は
、

情
は

揚
・

越
に

馳
せ

る
。

朝

に

千

も
の

悲

し

み

で

涙
を

流
し

、

夜
は

萬
も
の

繖
い

が

腸
を

毆
ら
す

。

自

分
が

ど
の

よ

う
に

生

き
る
べ

き

か
、

ど

の

よ

う
に

死
ぬ
べ

き
か

も
わ
か

ら
な
い

状
態
だ

。
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も

と

　

あ

な
た

は

素
よ

り

抜
群

の

文

章
力
が

あ
り

、

兼
ね

て

理

論
に

も

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
き
ょ

う
こ

う

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

が

く
こ

う

長
じ

て

い

る
。

漢
の

丞
相

匡

衡
の

よ
う

な
學
力
、

晉
の

樂
廣
の

よ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
さ
き

う
な
談
論

の

能
力
を
お

持
ち
だ

。

向
に

質
問
し

た

こ

と
に
つ

い

て
、

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

あ
や

ま

ど

な

た

が

答
え

て

下
さ
る
の

か
。

若
し

私
の

言
葉
が

謬

っ

て

い

た

な
ら
、

書
信
に

よ
っ

て

必

ず
指

摘
し

て

ほ

し

い
。

責

任
を

と
っ

て

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

ふ

く
わ

く

処

罰
を
請
い

、

甘
ん

じ

て

斧

鏝

に

從
い

ま

し

ょ

う
。

ど

う
し

て

但

　
き

き

も
く

も

く

　

　

　

　

　

　

　

か

　

　

　

　

た

だ

規
規

默
默
と

し

て
、

舌
を

齬
み

頭
を

低
れ
る

だ

け

で

あ
り

ま

し

　

　

　
　

も

よ

う
や

。

若
し

こ

ち

ら
の

言
う
こ

と

に
一

理
で

も

存
し

て

い

る

よ

　

　

　
　

　
　

　

　

あ
は

れ

　

　
　
　
か

へ
り

う
で

し

た

ら
、

猶
ほ

矜

み
と

眷

み

を

掛
け
ら
れ

ま

す
よ

う
に

。

　

　

　
　
せ

い

と

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　

た

　

我
等
が

齊

都
に

死

ん

で
、

趙
・

魏
の

黄
塵
を

足

ら
し

、

幽
・

并

に

片
骨
を
加
え

、

遂
に

漢
の

東
平
思

王

の

墓
上
の

拱
樹
が
、

長
く

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

い

た

　
　
　
　
な
び

漢
に

向
か

っ

て

悲
し

み

を

懐
い

て

靡
き

、

後
漢
の

温

序
の

西

洛
の

　

　

　
　
つ

ね

孤

墳
が

、

恆
に

思
郷
の

夢
を

表
し

た

よ

う
な
こ

と

は

期
待
し

て

は

お

ら
れ

な
い

は

ず
で

す
。

し

ば
し

ば
の

帰

国
の

お

願
い

、

嘆
き
は

増
す
ば
か

り

で

ご
ざ
い

ま

す
。

　

　

歳
月

如
流

、

平
生

何

幾
。

晨

看
旅
鴈
、

心

赴

江
淮

、

昏
望
牽
牛

、

情

　

　

馳

揚
越

、

朝
千
悲
而

掩
泣

、

夜
萬
緒
而

回
腸

。

不

自
知
其
爲
生

、

不

　

　

自

知
其
爲
死

也
。

」

足
下

素
挺
詞

鋒
、

兼
長
理

窟
、

匡
丞

相
解
頤
之

説
、

　

　

樂

令
君
清
耳
之

談、

向

所
諮
疑

、

誰
能
曉
喩
。

若
鄙

言

爲
謬

、

來
旨

　

　

必

通
、

分

請
灰

釘、

甘

從
斧
鐘。

何
但

規
規
默
默

、

齲

舌
低
頭
而

巳

　

　

哉
。

若
一

理

存
焉、

猶
希
矜
眷

。

」

何
必

期
令
我

等

必
死

齊
都

、

足
趙

　

　

魏
之

黄
塵

、

加
幽
并
之

片

骨
、

遂

使
東
平
拱
樹、

長

懐
向
漢
之

悲、

　

　

西
洛
孤

墳
、

恆
表
思

郷
之

夢
。

干
祈
以

屡
、

哽

働
壇

深
。

　

齊
は

梁
の

滅
亡

を

機
に

江

南
を
制
圧

す
る

こ

と

を

考
え

て

お

り
、

そ
の

爲
に

徐
陵
を
利
用
し
よ

う
と

し

て

い

た
の

で

あ

ろ

う
。

結
局

、

徐
陵
は

使
者
と

し

て

東
魏
に

出
向
い

た

五

四

八

年
五

月
か

ら
、

齊

が

梁
の

後

繼
と

し

て

送
り

込

ん

だ

貞
陽
侯

蕭
淵
明
（
武

帝
蕭
衍
の

長

兄

懿
の

第
五

子
で

、

齊
と

戦
っ

て

敗
れ

、

そ
の

ま

ま

齊
に

拘
留
さ

れ

て

い

た
）

に

隨

行
し

て

還
る

五

五

五

年
の

五

月

ま

で
、

七

年

間
を

北
地

で

悶
々

と

し

て

過
ご

す
こ

と
に
な

る
。

　
一

方
、

建

康
を

脱
出
し

た

庚
信
は

、

そ

れ
か

ら
二

年

餘
り

後
の

大

寶
二

年
（
五

五
一
）

の

中
頃
に

、

よ

う
や
く

湘

東
王

蕭
繹
の

據
る

江
陵
に

辿
り

着
い

て

い

る
。

途
中
の

二

年

餘
り

、

庚
信
が

何
を

し

て
い

た
の

か

詳
し
い

こ

と

は
わ

か

ら
な
い

。

江

陵
で

は

先
に

建
康

か

ら
逃

げ
て

き

て
い

た

父
の

肩

吾
と

再

會
し
、

や
が

て

御
史
中
丞

に

除
せ

ら
れ

た
。

五

五
二

年
三

月
、

湘
東
王

蕭

繹
は

王

僧
辯

、

陳

覇
先
ら

を
派

遣
し

、

侯
景
を

討

伐
し

て

亂
を
平

定
し
、

そ
の

十
一

月

に

帝
位
〔

元

帝
）

に

即
い

て

年
號
を

承
聖

と

改
め

た
。

そ

の

際

に

庚
信
は

右
衛

將
軍
に

轉
じ

、

武
康

県
侯
に

封
ぜ

ら
れ
て

い

る
。

　

し

か

し

二

年

後
の

承
聖

三

年
（
五

五

四
）

十

月
、

以
前
か

ら
南

下

を
計

画
し

て

い

た

西

魏
が

江

陵
に

侵

攻
し

、

十
一

月

に

江

陵
は

陥

落
し

て

元
帝
は

殺

害
さ
れ

る
。

し

か

し

庚
信
は

此
の

と
き

江

陵
に

は
い

な
か
っ

た
。

彼
は

江

陵
陥
落
の

僅
か

三

箇

月
前
に

、

も
は

や

講

和
の

期
待
さ

れ
る

は
ず
の

な
い

西
魏
へ

の

使
者
と

し
て

長
安
に

出
向
い

て

い

た
。

　

元

帝

は
何

故
こ

の

時
期
に

庚
信
を
西

魏
に

向
か

わ

せ

た
の

か
、

起
死

回

生
の

策
で

も
有
っ

た
の

で

あ

ろ

う
か

。

そ
れ
は

わ

か

ら

な

い

が
、

庚
信

自
身
に

は

江
陵
か

ら
出

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

差
し

迫

っ

た

理

由
が

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

す

な
わ

ち
そ
の

時
、

庚
信
は
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元
帝
側
近

の

讒

言
に

よ
つ

て

で

あ

ろ

う
朝

廷
の

中

樞
か

ら

外
さ

れ

て

お

り
、

極
め

て

危
險
な

状
態
に

あ
っ

た

こ

と

が

推
測
さ

れ
る

た

め

で

あ
る

。

其
の

「

哀
江

南
賦
」

に

よ

れ
ば

、

元

帝
の

許
に

在
っ

た

時
の

こ

と

と
し

て

次
の

よ

う
な
こ

と
が

詠
わ

れ
て
い

る
。

　

　
　

　
こ

み

ち

　

　
　

　
　

　

　
よ

も
ぎ

　
　
あ

か

ざ
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

お

ほ

　

欹
斜
の

小
徑
に

入

り
、

蓬

と

蓼
の

荒
れ
た

扉
に

掩
は

る
。

　
な

ぎ

さ

　

　

　

　

　

　

つ

　

　

　

あ

し

　

ひ

と

え

　
汀

洲
の

杜
若
に

就
き

、

蘆
葦
の

単
衣
を

待
つ

。

　

　
入
欹

斜
之

小

徑
、

　

掩
蓬
蓼
之

荒
扉

。

　

　
就
汀
洲
之

杜
若

、

　
待
蘆
葦
之

單
衣

。

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
こ

み

ち

庚
信
は

讒
言
に

よ
っ

て

「

曲
が

り
く

ね
っ

た
小

徑
」

に

入

り

込
ん

で

し

ま

い
、

「

蓬
蘿
の

荒

扉
」

に

追
い

込
ま
れ

、

す
な
わ
ち

主

君
の

側
か

ら

遠
ざ

け
ら
れ
、

死

罪
に

な
る

お
そ

れ
が
あ
っ

た

と

い

う
。

「

就
汀
洲
之

杜
若
」

は
、

『

楚
辭
』

九

歌
、

湘
夫
人
の

「

搴
汀
洲

兮

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
と
　
　
　
　
　

　
　
　
ま

さ

杜
若、

將
以
遺
兮
遠
者
」

（

汀

洲
に

杜
若

を
搴
り
て

、

將
に

以
て

遠

　

　
　
お
く

き

者
に

遺
ら

ん

と

す
）

を

踏
ま

え

た

も
の

で
、

讒
人
の

た

め

に

放

　

　
　

　

　

　
　
さ

ま

よ

逐
さ
れ

、

江

潭
を

彷
徨
い

な
が

ら
も

己
の

眞
心

を
理

解
し

て

く
れ

る

人
を
求
め

て

い

た

楚
の

屈

原
に

我
が

身

を
た

と

え

て
い

る
。

ま

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

か
く

た

「

待
蔵

葦
之

單
衣
」

は
、

呉
の

諸

葛
恪

が

孫
峻
に

殺
さ
れ

た

故

事

を
踏
ま

え

て

い

る
。

『

呉
志
』

諸
葛
恪

傳
に

よ

れ
ば

、

恪
が

殺
さ

　

　
　

　

　

　
　

　

　
あ

　
し

　

　

　

　

　

　

　

　
わ

り

だ
け

　

　
お
び

ど
め

　
　
い

つ

こ

れ
る
前
に

「

諸

葛
恪、

蔵
葦
の

單
衣
に

蔑

の

鉤

落、

何

に

於
て

相
い

求
め

ん

成
子
閤
」

と

い

う

「

童

謡
」

が

歌
わ

れ
て

い

た

が
、

　

　
　

　

　

　
　

　

む

し
ろ

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
つ

つ

果
た

し

て

恪
は

「

葦
の

席

を

以
て

其
の

身
を

裹
ま
れ

、

蔑
で

其
の

腰
を

束
ね

ら
れ

て
、

成
子

閤
（
建
業
の

南
に

あ
っ

た

石

子

岡
墓
地
）

に

投
げ

棄
て

ら

れ
た
」

と

い

う
。

こ

れ
ら
の

句

か

ら
、

時
に

庚

信
は

讒
人
の

た

め

に

帝
の

側
か

ら

外
さ

れ

て
、

い

つ

死

罪
に

な

る
か

も

し
れ
な
い

状
態
に

あ
っ

た

ら

し
い

こ

と
が

推
測
さ

れ
よ

う
。

　

そ
の

時
、

庚
信
に

對
し
て

ど
の

よ

う
な
讒

言
が

有
っ

た

の

か

わ

か

ら

な
い

。

考
え

ら

れ
る
こ

と

と
い

え

ば

先
ず
は

建
康
防

衛
の

際

の

庚
信
の

行

動
に
つ

い

て

で

あ
ろ

う
。

す
な
わ

ち
、

侯
景
が

建

康

に

迫
っ

た

時
、

廣
信
は

皇
太

子
の

命
を

受
け

、

宮
中
の

文

武

千

餘

人
を

率
い

て

朱

雀
航
の

北
を

固
め
た

が
、

侯
景
の

軍
が

現
れ
る

と

怖
氣
つ

い

て

退

却
。

こ

の

緒

戰
の

敗

退
は

首

都
防
衛
に

大

き
な
影

響
を
及

ぼ

し

た

に

違
い

な
い

。

或
い

は

廣
信
が

戰
わ

ず
し

て

撤
退

し

た

の

は
、

侯

景
と

手
を
結
ん

で
い

た

蕭
正

徳
の
一

味
で

あ
っ

た

た

め

で

あ

ろ
う
、

な
ど

と

い

う

讒
言
が

流
さ
れ

て

い

た

の

か

も
知

れ

な
い

。

更
に

ま

た

元

帝
の

舊
臣
た

ち
の

反
撥

も
考
え
ら

れ
る

。

庚
信
は

そ

れ

ま

で

簡
文

帝
の

側

近
と
し

て

重
き
を

な
し

て

お
り
、

湘

東
王

に

長

年
仕
え

て
い

る

者
た
ち
に

と
つ

て

は
、

建
康
か

ら

逃

げ
て

き

た

新

參
の

庚
信
が

高
位
に

就

く
こ

と

は

面
白
く
な
か
っ

た

に

違
い

な
い

。

或
い

は

廣
信
の

方
か

ら
、

身
の

危

險
を
避

け
る
た

め

に

西

魏
へ

の

使
者

を
買
っ

て

出

た
の

か

も
し

れ
な
い

。

　

　
　

三
、

徐
陵
の

江
南
歸
還

　

徐

陵
は

齊
が

梁
の

後
繼
と
し

て

送
り

込

ん

だ

貞
陽
侯

蕭
淵
明
に

隨
行
し

て

五

五

五

年
の

五

月
に

江
南
に

還
っ

て

く
る
が

、

そ
の

事

に

つ

い

て

述
べ

る

前
に

元

帝
の

あ
と
の

梁
の

後

繼
問
題
に
つ

い

て

ま

と

め

て

お

く
こ

と

に

す
る

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

さ
つ

　

江
陵

陥
落
の

後
、

西
魏
を

後
ろ

盾
と
し

て

蕭
督
（
梁
・

昭
明

太
子

蕭
統
の

子
で

、

太
子

没

後
の

後

繼

争
い

の

こ

と

で

元

帝
蕭
繹
に

恨
み

を

抱

い

て

お
り

、

そ
の

た
め

西
魏
の

江
陵
攻
撃
に

協
力）

が
江

陵
で

即
位
（
宣

帝
）

し

た
。

　一

方
、

舊
都
の

建

康
に

は

其
の

三

月
、

長
ら

く
齊
に
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拘
留
さ

れ
て

い

た

貞
陽
侯

蕭
淵
明
（
武

帝
蕭
衍
の

甥）

が

傀

儡
と

し

て

送
り

込

ま

れ

て

き
た

、

徐

陵
は
そ
の

蕭
淵

明
の

隨
員
と

し

て

還

っ

て

き
た

わ

け
で

あ

る
。

　

し

か

し

建
康
に

は
、

大
尉
の

王

僧

辯
、

司

空
の

陳
覇

先
に

よ
っ

て

既
に

敬

帝
（

元

帝
の

第
九

子

方
智
）

が

立

て

ら
れ

て

い

た
。

王

僧

辯
は

初
め

蕭
淵

明
の

受
け

入

れ
を

拒
否
し

た

が
、

七

月

に

徐

陵
の

再
三

再
四

の

説

得
に

應
じ

て
、

蕭
淵

明
の

受

け
入

れ
に

同
意
し
、

淵
明
一

行
は
采

石

か

ら
江

を

濟
っ

て

京
師
に

入

り
、

敬

帝
は

皇
太

子
と

さ
れ

た
。

と

こ

ろ

が

九

月

に

な
っ

て

王

僧
辯
の

遣
り

方
に

不

満
を

持
つ

陳
覇

先
が

兵
を

擧
げ

、

王

僧
辯

を
襲
撃
し

て

殺
し
、

蕭

　

　
　
し
り

ぞ

淵
明
を

黜

け
て

敬
帝
を

復
位
さ
せ

た

の

で

あ
っ

た
。

　

『

陳

書
』

本

傳
に

は

其
の

あ
た

り

の

事

情
が

次
の

よ

う
に

記
さ

れ
て
い

る
。

　

江

陵
の

陷
る

に

及

び
、

齊
は

貞
陽
侯

蕭
淵
明

を
送

り
て

梁
の

嗣

　

と

爲
し
、

乃

ち

陵
を
し

て

隨
ひ

て

還
ら
し

む
。

太

尉
王

僧
辯
は

　

初
め

境
を
拒
ぎ
て

納
れ
ざ
れ

ば、

淵
明
は

往

復
し

て

書
を

致
す

。

　

皆
な

陵
の

詞

な
り

。

淵
明

の

入

る

に

及
び
、

僧
辯
は

陵
を

得
て

　

大
い

に

喜
び
、

接

待

饋
遺
し

、

其
の

禮

甚
だ

優
な
り

。

陵
を

　

以

て

尚
書
吏
部
郎
と

爲
し
、

詔
誥
を
掌
ら

し

む
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

よ

　

其
の

年
、

高
祖
（

陳
覇

先）

は
兵
を
率
い

て

僧
辯
を

誅
し

、

仍
り

　

て

進

み
て

韋

載
（

義
興

太
守
で
、

王

僧
辯
の

部
下）

を

討
つ

。

時
に

　

任
約

、

徐
嗣
徽
は

虚
に

乘
じ

て

石

頭
を

襲
ふ

。

陵
は

僧
辯
の

舊

　

恩
に

感
じ

、

乃

ち

往
き
て

約
に

赴
く

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ゆ
る

　

約

ら

平
ぐ
る

に

及

び
、

高
祖
は

陵
を

釋
し

て

問
は

ず
。

尋
い

で

　

以

て

貞
威
將
軍

、

尚
書
左

丞

と

爲
す

。

　
　
及
江

陵
陷

、

齊
送
貞
陽

侯

蕭
淵
明

爲
梁
嗣

、

乃

遣
陵
隨
還

。

太
尉
王

　
　
僧
辯
初
拒
塊
不
納、

淵
明

往
復

致
書、

皆
陵
詞

也
。

及

淵
明
之

入
、

　
　
僧
辯
得
陵
大

喜、

接
待
饋
遺

、

其
禮
甚
優

。

以

陵
爲
尚
書
吏
部
郎、

　
　
掌
詔
誥
。

」

其
年

高
祖
率

兵

誅
僧
辯、

仍
進

討
韋
載

。

時
任
約

、

徐
嗣

　
　
徽
乘
虚
襲
石

頭
、

陵
感
僧

辯
舊
恩、

乃

往
赴

約
。

」

及

約
等
平

、

高
祖

　
　
釋

陵
不

問
。

尋
以
爲
貞
威

將

軍、

尚
書
左

丞。

蕭
淵

明
の

受
け
入

れ
を

拒
否
し

た

王

僧
辯
に

對
し

て

淵

明
が

書
翰

を

往
復
さ
せ

た

と

あ

る
が

、

實
は

そ

の

書

翰
は

皆
な
徐

陵
の

手
に

な
っ

た

も
の

で

あ

り
、

『

徐
孝
穆

集
』

に

は

次
の

諸
状
が

収
め
ら
れ

て

い

る
。

　

爲
貞
陽
侯

與
太
尉
王

僧
辯
書

　

爲

貞
陽
侯
答
王

太

尉
書

　

爲
貞
陽
侯
重

與
王

太
尉

書

　

爲
貞
陽
侯
答
王

太

尉
書

　

爲
貞

陽
侯
重
答
王

太

尉
書

陳
覇
先
が
王

僧
辯
を

殺
害
し
た

時
、

徐

陵
は

自

分
の

言

葉
を
信

用

し

て

淵

明
を

受
け
入

れ
て

く
れ
た

王

僧
辯
の

舊

恩
に

感
じ

て
、

覇

先
に

反

抗
し
て

石

頭
に

據
っ

た

任
約

側
に

付
い

た

が
、

お

そ
ら

く

そ

れ
は

勝
ち

目
の

無
い

こ

と

を

承
知

の

上
で

と
っ

た

行
動

で

あ
つ

た
ろ

う
。

そ
こ

に

徐
陵
の

義
理

堅
い

人
と

爲
り

を

見
る

こ

と
が

で

き
る

。

　
　
　
四

、

周
に

お
け
る

庚
信

　
徐
陵
が

こ

の

よ

う
に

陳
の

建
國
に

際
し

て

危
な
い

橋
を

渡
っ

て

い

た
頃

、

北
地
に

お

け
る
庚

信
は
ど
の

よ

う
な

状
態
に

置
か

れ

て
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い

た

の

か
。

そ
の

こ

ろ

北
地

で

は

西

魏
の

宰
相
の

宇
文

泰
が

實
權

を
掌

握
し
、

周
へ

の

移
讓
が

行
わ
れ

よ

う
と

し

て

い

た
。

五

五

四

年
七

月

に

西
魏
に

使
者
と

し

て

來
た

庚
信
は

江

陵
の

陥

落
に

よ
っ

て

長
安
に

拘
留
さ
れ

、

宇
文
泰
か

ら
の

出
仕
要

請
を

拒
否
し

て
「

三

年
囚

於
別

館
」

と

い

う
状

態
に

あ
っ

た
。

庚

信
の

出
仕

拒
否
の

理

由
は
、

既
に

「

西

魏
に

お

け
る

庚

信
」

（

『

中
國

中
世
文

學
研
究
』

帆

o

號
）

で

述
べ

た

よ

う
に

、

梁
の

民
を

悲
惨
な
目

に

遭
わ
せ

る

結
果

を
招
い

た

自
分
の

責

任
を

痛

感
し

て
の

「

慚
愧
の

念
」

で

あ
っ

た

ろ

う
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ゆ
ず

　
五

五

六

年
の

正

月
、

宇
文

泰
の

子
の

宇
文

覺
が

西

魏
の

禪

り

を

受
け
て

周
を

建
て

た
（

孝
閔
帝）

。

庚
信
も

此
の

頃
に

は
抵

抗
を
止

め
、

西
魏
の

末

年
に

使
持
節
撫

軍
將
軍
・

大

都

督
と

し

て

出

仕
し

、

周
に

な

る

と

臨

清
縣
子

に

封
ぜ

ら
れ

司

水
下
大

夫
に

除
せ

ら
れ
て

い

る
。

そ

の

こ
の

庚

信
は
二

十
數

年
間
に

わ

た
っ

て
、

祖

國
を
亡

ぼ

し

た

敵

國
の

臣
と
な
っ

た

「

恥
辱
の

思
い
」

と

「

望

郷
の

念
」

に

苛
ま

れ

な
が

ら
、

異
國
に

生

き

る

こ

と

に

な
る

。

　

そ
の

官
職
は
、

弘

農
郡
守
、

開
府

儀
同
三

司
、

司
憲
中
大

夫
、

洛
州

刺

史
と
進
ん

で

い

る

が
、

南
人
で

あ

り
な
が

ら

高

位
に

在
る

た

め
に

は
、

不

慮
の

難
を
避

け
る

た

め

の

細
心
の

注

意
が

必
要
で

あ
っ

た

こ

と

が
、

そ
の

作
品

、

例
え

ば
「

小

園
賦
」

「

和
趙
侍
中
述

懐
」

「

擬
詠
懷
」

「

擬
連
珠
」

な
ど

を

通
し

て

知
ら

れ
る

。

　

例
え

ば

「

小

園

賦
」

は
、

西
魏
に

出

仕
し

て

間
も

な
く
の

作
と

考
え

ら
れ
る

が
、

次
の

よ

う
な

句
が

あ
る

。

　

心

則
歴
陽
枯

木

　

心
は

則
ち
歴
陽
の

枯
木

　

髪
則

雎

陽
亂
絲

　

髪
は

則
ち
雎

陽
の

亂
絲

　

非
夏
日

而
可

畏

　

夏
日

に

非
ざ
る

も
畏
る

可

く

　

異
秋
天

而
可

悲
　

秋
天

に

異
な

る

も
悲
し

む
可
し

「

我
が

心

は
と
い

え
ば

歴

陽
に

お

け
る
枯

木、

髪
と

い

え

ば
雎

陽

の

亂
絲

。

夏
の

日

で

も
な
い

の

に

畏
う

し

く
、

秋
の

氣
節
で

も
な

い

の

に

悲
し
い

思
い

を
し
て

い

る
。

」

時
に

庚
信
は、

散

官
と

は
い

え

官
に

在
り
な

が

ら
勝
手

に

「

小

園
」

に

隱
棲
し

て

お

り
、

ど

の

よ

う
な
咎
め

が

あ

る
か

わ
か

ら
な
い

と

い

う

畏
れ

が

有
っ

た
。

　
ま

た

「

小

園
」

に

関
す

る
詩
に

も
、

時

期
は

わ

か

ら

な

い

が
、

次
の

よ

う
に
あ
る

。

「

園
庭
」

詩

（

全

20
句
の

17
〜
20
句）

飛
魚
時

觸
釣

翳
雉
屡
懸
庖

但
使
相
知
厚

當
能
來
結
交

飛
魚

も
時
に

釣

に

觸
れ

　

　
　
し

ば

し

翳
雉
も

屡

ば
庖
に

懸

け
ら

る

但
だ

相
知
る

こ

と

厚
か

ら
し
め
ば

當
に

能

く
來
り

て

交
り
を

結
ぶ
べ

し

　
は
り

　
　

ふ

「

飛
漁

曲

時
に

釣
り

鉤
に

觸
れ

る
こ

と

が

あ

る

し
、

物
蔭
に

い

る

雉
も

屡

ば
厨

房
に

懸
け
ら
れ

る
。

し

か

し

な
が

ら

厚
い

信
頼
に

結
ば
れ
て

い

る

な

ら
ば

、

こ

こ

に

來
て

交
わ

り

を
結
ぶ

こ

と

が

で

き

る
は

ず
だ

。

」

1
こ

の

詩
で

は
、

「

飛
魚

も
時
に

釣

に

觸
れ

、

翳

　

　
し

ば

し

雉
も

屡

ば

庖
に

懸
け

ら
る
」

と

い

う
、

油
断
も

隙
も
な
ら

な
い

状

況
に

あ
っ

た

こ

と

が

窺
え
る

。

庚

信
は
そ
の

危
険
を

「

小

園
」

に

避
け

て

い

た

よ

う
だ

。

「

寒
園
即
目

」

詩

（

全
12
句
の

9
〜
12
句
）

　

蒼
鷹

斜
望
雉

　

蒼
鷹
は

斜
め

に

雉
を
望
み

　

白
鷺
下

看
魚
　

白

鷺
は

下
に

魚
を
看
る

　

更
想
東

都
外

　

更
に

想
ふ

東
都
の

外
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羣
公

別
二

疎

　

羣
公

の

二

疎
に
別

る

る

を

　

　

　
　

　

　
　

　

　
な
が

「

蒼
鷹
は

斜
め

に

雉
を

望
め

て

お

り
、

白

鷺
は

下
の

方
に

魚
を

見
て
い

る
。

東

都
門
の

外
に

お

い

て
、

羣
公

が

隠

棲
す
る
二

疏
を

送
別

し

た

こ

と

が

今

更
の

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

」

1
冬
の

「

寒

園」

の

樣
子

を

見
て

の

思

い

を

詠
じ

た

作
で

あ

る

が
、

こ

の

四

句
に
は
、

こ

の

と

き

作
者
の

置
か

れ
て

い

た

状

況
が

暗
示

さ
れ

て

い

る

よ

う

だ
。

い

つ

も
誰
か

に

こ

ち

ら
の

動
き

を

監

視
さ

れ
て

い

る

よ

う
な

状
態
で

あ
り
、

こ

の

様
子
で

は

早
め

に

官
界
を

退
い

た

方
が

よ
さ

そ

う
だ

と

庚
信
は

考
え
て
い

る
。

　

「

臥

疾
窮
愁
」

詩
（
全

12
句
の

ー

〜
4
句
）

　

危
慮
風

霜

積
　

危
慮
は

風
霜
に

積
り

　

窮
愁

歳
月
侵

　

窮
愁
は

歳
月

に

侵
さ
る

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
か

う
べ

　

　

や

　

留
蛇
常
疾
首
　

蛇
を
留
め

て

常
に

首

を

疾
ま

し

め

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
し

ば
し

　

映

弩
屡
驚
心

　

映
弩
に

屡

ば
心
を

驚
か

す

　

　

　
　

　

　
と
　

し

「

不
安
の

念
は

風
霜
と
と

も
に

積
み

重
な
り

、

行
き

詰
ま

り

の

愁

い

は

歳
月

を

經
る

ほ

ど

に

ひ

ど

く
な
る

。

蛇
を
生

か

し

て

置
い

た

た

め

に

常
に

頭
を

病
み

、

弩
が

盃
に

映
る

た

び

に

蛇
で

は

な
い

か

と
怯
え

て
い

る
。

」

1
疾
に

臥
し

愁
い

に

沈
ん

で

の

作
。

ど
の

よ

う

な
悩

み

を
抱
え

て

い

る
の

か

明
ら
か

で

な
い

が
、

北
地

に

在
る

南

人
ゆ
え

の

苦
労
で

あ
ろ

う
。

　

「

擬
連
珠
」

は
、

周
に

仕
え

て

十

年
ほ

ど

經
っ

て

か

ら

の

作
と

思
わ
れ

る

が
、

北
地

で

の

身
の

危
う

さ
が

次
の

よ

う
に

詠
わ

れ
て

い

る
。

（
第
三

十
二

章）

　
　
蓋
聞

、

百

尺

之

高、

累
於
九

碁
之

上
。

　
　

　

　
　
千
鈞

之

重
、

懸
於
一

木
之

枝
。

　
　
是

以
、

截

虎
尾

而

非
險

、

傷
龍
鱗
而
未

危
。

　
け
だ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

き

　
　

　
　

　
　
か

さ

　
蓋
し

聞

く
、

百

尺
の

高
き、

九

碁
の

上

に

累
な
る

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

か

か

　
千
鈞
の

重
き
、

一

木
の

枝
に

懸
る

と
。

　
こ

こ
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
た

　
是
を

以
て

、

虎
の

尾
を
截
つ

も
險
な
る
に

非
ず
、

　
龍
の

鱗
を

傷
つ

く

る

も
未
だ
危
ふ

か
ら
ず

聞
く
と
こ

ろ

に

よ

れ
ば

、

「

百
尺
の

高
さ
の

臺
が

、

九

つ

の

碁
盤
の

　
　
か

さ

　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
か

か

上

に

累
な
っ

て

い

る
。

千

鈞
の

重
さ
の

物
が

、

一

本
の

枝
に

懸
っ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
た

て
い

る
」

と
。

こ

れ
に

比
べ

れ
ば
、

虎
の

尾
を

截
っ

た

と

し

て

も

危

險
で

は

な
い

し
、

龍
の

鱗
を

傷
つ

け
た
と

し

て

も

未
だ

危
い

と

は
い

え
な
い

の

だ
。

　
こ

の

章
で

は
、

自

分
が

極
め

て

危
險

な
状

態
に

置
か

れ
て

い

る

こ

と

を
言
っ

て

い

る
が
、

お

そ
ら

く
北

地
に

お

け
る

自
分
に
つ

い

て
の

こ

と

で

あ

ろ

う
。

（
第
四

十
二

章
）

　
　
蓋

聞
、

磨
礪
脣
吻

、

脂

膏
歯
牙

、

　
　

　

　
　
臨
風
扇
毒

、

向

影
吹
沙

。

　
　

是
以

、

敬

而

遠
之

、

豺

有
五

子
。

　
　

　

　
　
吁

可
畏
也

、

鬼

有
一

車
。

　
け

だ

　

　

　

　

　

　

し
ん

ぷ
ん

　

　
ま

れ
い

　

　

　

し

　
が

　

　

し

か

う

　
蓋
し
聞
く
、

脣
吻
を

磨
礪
し

、

歯
牙
に
脂

膏
し
、

　
　

　

　
　

　

　

あ
ふ

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

す

な

　
風
に

臨

み
て

毒
を

扇
ぎ

、

影
に

向
ひ

て

沙

を
吹

く
と

。

　
ニ

こ

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

や

ま
い

ぬ

　
是
を
以
て

、

敬
し

て

之

を
遠
ざ

く、

　
豺

に

五

子

有
り

。

　
あ

あ
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
き

　
吁

畏

る

可

き
な
り

、

鬼
に
一

車

有
り

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　
く

ち
さ

き

　

と

ぎ
す
ま

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
あ

ぶ

ら

聞
く
と

こ

ろ

に

よ

れ

ば
「

脣
吻
を
磨
礪
し
、

歯
牙

に

脂
膏
を

さ

し
、
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風
に

向
か
っ

て

毒
を

振
り
ま

き
、

人

影
に

向
か
っ

て

沙
を

吹
き
つ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

や

ま
い

ぬ

け

る
」

と
。

さ
れ

ば
、

こ

れ

ら

を

「

敬
し

て

遠
ざ
け
」

よ

う
。

　

豺

に

は
五

匹
の

子

が
い

る
の

だ

か

ら
。

あ
あ
、

畏

る
可
き

か

な
、

車

｝

ぱ
い

の

幽
鬼
が

い

る
の

だ

か

ら
。

　
こ

の

章
で

は
、

魏
、

周
に

お

け
る

權
力

闘
爭
の

激
し

さ

を

體
験

し

た

庚

信
の

、

そ
れ

ら
と

關
わ

り

合
い

に

な
る
こ

と
を

避
け
よ

う

と
す

る
思
い

が

詠
わ
れ

て

い

る

よ

う
だ

。

（
第
四

十
三

章
）

　

　
蓋

聞
、

虚
舟
不
忤

、

令
徳

無
虞

。

　

　
　

　

忠

信
爲
琴
瑟
、

仁

義
爲
庖
厨

。

　

　
是
以

、

從
莊
生

則

萬
物
自
細

、

　

　
　

　

歸
老

氏

則
衆

有
皆
無

。

　
け

だ

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

さ

か
ら

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
お
そ

　
蓋
し

聞
く、

虚
舟
は

忤

は
ず

、

令

徳
は

虞
れ
無
し

。

　
忠
信
を
ば
琴
瑟

と

爲
し

、

仁

義
を
ば

庖
厨
と

爲
す
と

　
こ

こ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ち
い

さ

　
是
を

以
て
、

莊
生

に

從
は
ば
則
ち
萬
物
は

自
ら

細

く
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

み

な

　
老
氏
に

歸
す
れ

ば

則
ち

衆
有
は

皆
無
な
り

　

　
　

　

　
　

　

　
　

か

ら
ぷ

ね

聞
く
と
こ

ろ

に

よ

れ
ば

、

「

虚
舟
」

に

對
し

て

は

誰
も

腹
を
立

て

ず
、

よ

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
お

そ

令

き
徳
を
持
っ

て

お

れ

ば

何
の

虞
れ
も
な
い

。

「

忠
信
」

を
常
に

琴

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
く

り

や

瑟
の

よ

う
に

奏
し

、

「

仁

義
」

に

は
日

頃
か

ら
庖
厨
の

よ

う
に

親
し

む
と

。

さ
れ
ば

、

莊
生
に

從
へ

ば

萬
物

は

自
ら

微
細

な
存

在
と
な

　

　
　

　

　
　

　

　
　
す
べ

　
　
　
　
　

　
　

み

な

り
、

老
氏

に

歸
す
れ

ば
衆
て

の

有
は

皆

無
と
な

る
の

だ
。

　

こ

の

章
で

は
、

何
が

起
こ

る

か

わ
か

ら

な
い

他
國
に

身
を

置
い

て

い

る

の

で

あ

る

か

ら
、

無
爲
自
然
と

忠

信
・

仁
義

を
大

切
に

し

て

不

慮

の

難
を

避
け
て
い

こ

う
と
言

う
。

　

庚
信
は

北
地

で

官
吏
と

し

て

更
に

文
人

と

し

て

高
い

地

位
に

在

っ

た

が
、

そ
の

作
品

に

お
い

て

漏

ら
し

て

い

る

よ

う
に

、

不

慮
の

災
い

に

罹
ら
な

い

よ

う
に

常
に

周

囲
に

氣
を
つ

け

て

い

な

け
れ
ば

な

ら
な
か

っ

た

よ

う
で

あ
る

。

そ

れ
ほ

ど

心
の

安
ま

ら

ぬ

毎
日

で

あ

る
な
ら

南
に

歸
れ

ば
よ

さ

そ

う
な

も
の

で

あ
る

が
、

北
の

朝
廷

と

し

て

は

得

難
い

知

識
人
で

あ
る

た

め

に

な
か

な
か

歸
そ

う
と

は

し

な

か
っ

た
。

　

陳
と

の

國

交
が

回

復
し

た

際
に

、

江

陵
が

陥
落
し

た

時
に

北
に

連
れ

て

ゆ

か

れ
た
知

識

人
に

つ

い

て
、

陳
氏

が

庚
信
や
王

襃
ら

十

數
人
を

歸
し

て

く
れ

る

よ

う
に

請
う
た

が
、

他
の

者
は

と

も

か

く

庚

信
と

王

襃
は

歸
さ

な
か
っ

た
。

す
な
わ

ち

『

周
書
』

痍
信

傳
に

は

次
の

よ
う
に

あ
る

。

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
お

の

お

　
時

に

陳
氏

朝
廷
と

通
好
し

、

南
北

流
寓
の

士
、

各

の

其
の

舊

　

國
に

還
る

を

許

さ
る

。

陳
氏

は
乃

ち
王

襃
及
び
（

庚）

信
ら

十

　

數
人

を

請
ふ

。

高
祖
は

唯
だ
王

克
、

殷

不
害
ら
を

放
つ

の

み

に

　
し

て
、

信
及

び

襃
は

並

び

に

留
め

て

遣
ら
ず

。

　

　
時

陳
氏

與
朝
廷
通

好、

南
北

流
寓
之
士

、

各
許
還
其
舊
國

。

陳
氏

乃

　

　
請
王

襃
及

（
庚
）

信
等
十
數
人

。

高
祖
唯
放
王

克
、

殷
不

害
等、

信

　

　
及

襃
並
留
而

不

遣
。

そ

の

た

め

廈
信
は

そ
の

ま
ま

北
に

留
め

ら
れ

て

生
涯

を

終
え
、

徐

陵
と

再

會
す
る

こ

と

は

な
か
っ

た

よ

う
に

思

わ

れ
る

が
、

庚

信
の

詩
に

よ
れ

ば
二

人
の

問
に

は

僅
か

な
が
ら

連

絡
は

あ
り
、

時

期
は

不

明
な
が

ら
北
地
で

顔
を

合
わ

す
こ

と
も

あ
っ

た
。

　

「

寄
徐

陵
」

　

　

徐

陵
に

寄
す

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
も

　

故
人
禰
思
我

　

故
人

悄
し

我
を
思
は

ば
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及

此

平
生
時
　

此
の

平
生
の

時

に

及
べ

莫

待
山
陽
路

　

待
つ

莫
か

れ

山
陽
の

路

　
　

　

　
　

　

む
な

　

　
　
　

す
い

て

き

空
聞
吹

笛
悲
　

空
し

く

吹

笛
を

聞
き
て

悲
し

む

を

　
［

故
人
悄
思
我
］

「

故
人」

は

我
が

友
。

徐
陵
に

對
す
る

呼

び
か

け。

も
し

私
の

こ

と

を
思
っ

て

く

れ
て

い

る

な
ら

。

［

及

此
平

生
時
］

「

平
生

時
」

と

は
、

生
き
て

世
に

あ
る

と

き。

私
が

生
き
て

此
の

世
に
あ

る

う

ち
に
、

私
の

こ

と

を
思
っ

て

ほ

し
い

。

ど

う
か

忘

れ

な
い

で

ほ
し

い
。

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
し
よ

う
し

ゆロ
フ

　
［

莫
待
山

陽
路

、

空

聞

吹
笛
悲］

晉
の

向

秀
　
「

思
舊
賦
」

を

踏
ま

え
る

。

向

秀
が

旅
の

途
中
に

山
陽
縣
を

過

ぎ
た

と

き、

魏
末

に
司

馬

昭

　
　

　

　
　
け
い

こ

う

　

り
ょ

あ
ん

に

殺
さ
れ

た

稽

康
と

呂

安
の

舊
居
に

立

ち

寄
り
、

隣
人
の

吹
く

笛
の

音
を
聞
き
な

が

ら
昔
の

交
わ

り

を
思
っ

て

悲
し

ん

だ
こ

と

を

述
べ

て

い

る
。

私
が

死

ん

だ

あ
と

、

あ
の

向

秀
の

よ

う
に

悲
し
ん

で

く

れ
な

く
て

も
い

い

か

ら
、

と

言
う

。

お

そ

ら
く

、

南
に

歸
れ

る
よ

う
に

手
だ

て

を

考
え

て

ほ
し

い

と
い

う

思
い

が

込
め

ら
れ
て

い

る
の

で

あ

ろ
う

。

　
「

徐
陵
に

寄
す」

わ
が

友
よ

も
し

私
の

こ

と

を

思
っ

て

く

れ
て
い

る

な

ら

生
き
て

此
の

世
に

あ
る

う
ち
に

何
と

か

し
て

ほ

し

い

あ
の

「

山
陽
の

道
中
」

で

空
し
く

笛
の

音
を

聞
い

て

悲
し

ん
で

く
れ
な

く
て

い

い

か

ら

「

徐
報

使
來
止

得
一

見
」

　
　

　

　

き
た
　
　
　
　
た
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

あ

　

徐
報
使
來
り

止

だ
一

た

び

見
ふ

を
得
た

る
の

み

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
あ

一

面
還

千
里

　
一

た
び

面
ひ

て

千
里

に
還
る

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

な

ん

相
思

那
得
論

　

相
ひ

思
ふ

も

那
ぞ

論
ず
る

を
得
ん

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

つ

ひ

更
尋
終

不
見

　

更
に
尋
ぬ

る

も

終
に

見
ず

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
こ

と

　

無
異
桃

花
源

　

桃

花
源
に

異
な

る

無
し

　

　
［

一

面

還
千
里
］

一

度

顔
を

合
わ

せ

た

だ

け
で

、

あ
な
た

は
千

里

の

　

彼
方
に

歸
っ

て

し

ま

う
。

［

相
思
那
得
論
］

相
思
の

情
を

、

ど

う
し

て

　

話
す
こ

と
が

で

き
よ

う
。

久
し

ぶ

り
に

再

會
し

た

も
の

の
、

事
情
が

あ

　

っ

て

會
っ

て

ゆ
っ

く
り

話
す
こ

と

も
で

き

な
か

っ

た
の

で

あ

ろ

う
。

　

　
［

更
尋
終

不

見
］

更
め

て

尋

ね
て

行
っ

た
が

、

つ

い

に

姿
は

見

え
な
か

　

つ

た
。

［

無
異
桃
花

源
］

「

桃
花
源
」

は

陶
淵
明
の

「

桃
花
源
記
」

に

描

　

か

れ
て

い

る

別

世
界
の

こ

と
。

漁
師
が

そ
こ

に

迷
い

込
ん

で

村
人
の

歡

　

待
を
受
け

て

歸
っ

た

が
、

そ
の

村
に
は

二

度
と

行

く
こ

と

が

で

き
な
か

　

っ

た

と
い

う
。

　

　
「

徐
報

使
が

來
た

が
一

度
逢
え
た
だ

け
で

あ
っ

た
」

　

い

ち
ど
會
っ

た

だ

け
で

千
里
の

彼
方
に

還
ら
れ
た

　

互

い

の

思
い

を

ど

う
し

て

語

り
あ

う
こ

と

が

で

き

よ

う
か

　
あ
ら

た

　

更

め
て

尋
ね

た

が

も
は
や

姿
は

見
え

ず

　

あ
の

「

桃
花

源」

と

異
な
る
こ

と

は

な
か
っ

た

詩
題

の

下
に

「

徐
陵
也
」

と
い

う
原
注

が

あ
る
の

で
、

「

徐

報
使
」

は

徐

陵
の

こ

と

か

と

考
え
ら

れ
る

。

或
い

は

徐

陵
は

陳
に

仕
え
て

い

た

時

期
に

、

答
禮
の

使

者
と

し

て

周
に

來
た

こ

と

が

有
っ

た
の

か

も

し

れ
な
い

。

　

『

陳
書
』

徐

陵
傳
に

よ

れ
ば、

彼
は

紹
泰
二

年
（
五

五

六
）

梁
・

敬

帝
の

二

年

目、

北

周
と

陳
が

建

國
し

た

年
に
、

齊
に

使

者
と

し

て

出
向
い

て
い

る

か

ら
、

或
い

は

此
の

時

に

周
に

立

ち

寄
っ

た

か

も

し

れ

な
い

が
、

詳
し
い

こ

と

は
わ

か

ら
な
い

。

五
、

陳
に

お

け
る
徐
陵
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陳
覇
先

は

永
定

元

年
（

五

五

七
）

の

十
月

に

陳
を

建
て

帝

位
に

即

い

た
。

そ

の

際
に

徐

陵
は

梁
か

ら

陳
へ

の

帝
位
禪
讓
の

た

め

の

「

九

錫
文
」

を

書
い

て

い

る
。

　

陳
に

仕
え

て

か

ら
の

徐
陵
に
つ

い

て

は
、

『

陳
書
』

本

傳
に

次
の

よ
う
に

記
さ
れ
て
い

る
。

　
高

祖

　〔
梁
の
）

禪
讓
を

受
く
る

や
（

五

五

七
）
、

散
騎

常
侍

を
加

　
へ

ら
れ
、

左

丞
は

故
の

如
し

。

天

嘉
（
五

六

〇

1
五

六
五
）

の

初

　
め
、

太

府

卿
に

除
せ

ら
る

。

四

年
（
五

六一

三
、

五

兵

尚

書
に

遷

　
り
、

大

著

作
を

領
す

。

六

年
（
五
六

五
）

、

散

騎
常

侍、

御
史
中

　
丞

に

除
せ

ら
る

。

　
　
　
　
　
　
き
ょ

く
　

　
　

　
　

　
　

た

　
時
に

安

成
王

項

は

司

空
爲
り

、

帝
弟
の

尊
な

る
を
以
て

、

勢
い

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

　
は

朝

野
を
傾

く
。

直
兵
の

鮑

僧
叡
は

王

の

威

權
を

假
り
、

辭

訟

　
　
よ
く

そ

く

　
を

抑
塞
し
、

大

臣
も

敢
へ

て

言
ふ

者
莫
し

。

陵

之

を

聞
き

、

乃

　
ち

奏

彈
を

爲
し

、

南
臺
の

官

屬
を

導
從
し

、

奏
案
を

引
き

て

入

　
る

。

世

祖
は
陵
の

服

章

嚴
肅
に

し

て
、

犯
す

可
か

ら

ざ
る

が
若

　
　
　
　
　
　
　
　

　
お
さ

　
き

を

見、

爲
に

容
を
斂
め

坐

を
正

す
。

陵
の

進
み

て

奏
版
を

讀

　
む

時
、

安
成
王

は

殿
上

に

侍
立

し
、

仰
ぎ
て

世

祖
を

視、

汗
を

　

流
し

て

色
を

失
ふ

。

陵
は

遣
殿
中

御

史
を

し

て

王

を

引
き
て

殿

　
を

下

ら
し

め
、

遂
に

劾
し

て

侍

中、

中
書
監

を

免
ず

。

此
よ

り

　

朝
廷

肅
然
た

り
。

　
　
紹

泰
二

年
、

又

使

于

齊
、

還

除
給
事

黄
門
侍
郎
、

祕
書
監

。

高
祖
受

　
　
禪

、

加

散
騎
常
侍

、

左

丞

如
故

。

天
嘉
初

、

除
太

府
卿

。

四

年、

遷

　
　
五

兵
尚
書、

領
大
著
作

。

六

年、

除
散
騎
常
侍

、

御
史

中
丞

。

」

時
安

　
　
成

王

珥
爲
司

空、

以
帝
弟
之

尊
、

勢
傾
朝
野

。

直

兵
鮑

僧
叡
假
王

威

　
　
權、

抑
塞
辭
訟、

大
臣

莫
敢
言
者

。

陵
聞
之

、

乃

爲

奏
彈

、

導
從
南

　

　

臺
官
屬

、

引
奏
案
而
入

。

世
祖
見

陵
服

章
嚴

肅
、

若
不

可

犯、

爲
斂

　

　

容
正

坐
。

陵
進
讀
奏
版
時

、

安
成
王

殿

上

侍
立
、

仰
視
世
祖、

流
汗

　

　

失
色

。

陵
遣
殿

中
御
史

引
王

下

殿、

遂
劾

免

侍
中

、

中
書
監

。

自

此

　

　

朝
廷
肅
然

。

徐
陵
は

建
國

問
も

な
い

陳
朝
に

お
け
る

「

硬

骨
の

臣
」

と

し

て

存

在
感
を

示
し

て

お

り
、

そ

の

後

も
重
要
な

官
職

を
歴

任
し

て

朝
廷

に

お

け

る

柱

石

と

な
っ

て

い

る
。

そ
の

本

傳
は

次
の

よ

う
に

結
ば

れ

て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

よ

　

有
陳
の

創
業

自
り

、

文

檄
の

軍
書
及
び

經
授
の

詔
策
は

、

皆
な

　

陵
の

製
す

る

所
な

り
。

而
し

て

九

錫
は

尤

も
美
な

り
。

　一

代
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
ひ

と
　

　
ほ

こ

　

文
宗

爲
る

も
、

亦
た

此

を

以
て

物
に

矜
ら
ず

、

未
だ

嘗
て

作
者

　

　
そ

　
し

　

を

詆
訶
ら

ず
。

其
の

後

進
の

徒
に

於

け
る

や
、

接
引
し

て

倦
む

　

こ

と

無
し

。

世
祖
、

高
宗
の

世
、

國
家
に

大

手

筆
有
れ

ば
、

皆

　

な
陵
之
を

草
す

。

其
の

文

は

頗
る

舊
體
を
變
じ

、

緝
裁

巧

密
に

　

し

て
、

多
く
新
意

有
り

。

一

文

手
に

出
ず
る

毎
に

、

好

事
の

者

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

ろ

　

已

に

傳
寫
し

て

誦
を
成
し

、

遂
に

之

を
華
夷
に

被
め

、

家
ご

と

　

に

其
の

本
を
藏
す

。

　

　

自
有
陳
創
業、

文

檄
軍

書
及
經

授
詔
策、

皆
陵
所
製

。

而
九

錫

尤
美

。

　

　

爲
一

代
文
宗、

亦

不

以
此
矜
物

、

未
嘗
詆
訶

作
者

。

其
於
後
進
之

徒
、

　

　

接
引
無
倦

。

世
祖、

高
宗
之

世
、

國
家
有
大
手
筆、

皆
陵
草
之

。

其

　

　

文

頗
變

舊
體、

緝
裁

巧

密
、

多
有
新
意

。

毎
一

文
出
手

、

好
事
者
已

　

　

傳
寫
成
誦、

遂
被
之

華
夷、

家
藏
其
本

。

　

徐
陵
は

陳
の

後
主
の

至

徳
元
（

五

八
三
）

年
十
月

に

七

十
七

歳
で

卒
し

て

い

る
。

そ

れ

は

庚
信
の

没
し

た
（

隋
・

文

帝
の

開
皇
元
年

、

五

八
一
）

二

年
後
の

こ

と

で

あ
っ

た
。
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